
日時　    　 7月2日(月)19:30-21:45
会場　　　　　   伊藤忠商事本社5階会議室
出席チーム 下記参照
欠席チーム なし

議事録 三井物産/矢坂

議題

※以下敬称略

目次 1 2018年度　商社リーグについて
2 三井物産の運営要綱違反
3 2017年度　会計報告
4 2018年度　運営要綱
5 2017年度　商社リーグ合宿について
6 事務連絡(7月の諸手続きについて)

総括 1 内容 期日/担当

① 各種提出物 チームデータ、メーリングリスト、代表者連絡、不可日申請等 各期日/主幹事・副幹事

② リーグ年会費領収書 次回9月3日（月）代表者会議前に必要なチームは連絡 ー/該当チーム

③ 運営要綱の読み込み リーグ開催に向けて運営要綱を理解する ー/全参加チーム

④
⑤

2 内容 期日/担当

①
②
③
④
⑤

3 内容 期日/担当

① 三井物産の運営要綱違反 2017年度に発生した運営要綱違反内容と処分内容の説明
② 2017年度会計報告 詳細割愛
③ 2017年度商社リーグ合宿 8月25日（土）～8月26日（日）：リソル生命の森にて開催
④
⑤

4 内容 期日/担当

①
②
③
④
⑤

5 内容 期日/担当

① 商社リーグのコアバリュー

②

③

④

⑤

対応事項

決定事項

情報共有及び注意喚起事項
（役員会等からの連絡）

意見交換及び審議事項
（会議での議論事項）

講義及びその他

2018年度商社リーグ　代表者引継会議　議事録

内容

＜出席者名簿＞
役員会　　　　金田会長、北川、西村、桜井、明柴、小河原、宮内
伊藤忠商事　髙柳、中井、永浦 日鉄住金物産　　 多田、大出
三井物産　　 足立、工藤、矢坂、浅井 日本ユニシス 田中、齋藤
三菱商事　　 小原、小谷、豊田 阪和興業   石野、長澤、山本
住友商事　　 北村、丹 JFE商事  松村、古川、岩田
丸紅　　　　　 今井、浅井 伊藤忠丸紅鉄鋼 馬路、藤本
岩谷産業　　 西川 ＊議事録上はMISIと記載
兼松　　　　　 猪飼、土屋 　
双日　　　　　 眞武、新野 　 　
蝶理　　　　　 松本、勝本、小磯
豊田通商     荻野、清岡



日時　    　 7月2日(月)19:30-21:45
会場　　　　　   伊藤忠商事本社5階会議室
出席チーム 下記参照
欠席チーム なし

議事録 三井物産/矢坂

議題

2018年度商社リーグ　代表者引継会議　議事録

内容

内容 1 2018年度商社リーグについて（役員会/北川）
・本会議の趣旨説明及びアジェンダを共有。参加者に改めて商社リーグ概要の理解してもらい、また本年度の変更点・修正を共有する。
・2018年度のチーム構成に関して、日立ハイテクの脱退及び伊藤忠丸紅鉄鋼の新規参加を承認。（本年度は計15社14チームが参加）
・商社リーグのコアバリュー、4つのP。25年間変わらないものであり根幹となるものである事を共有。（役員会/金田会長）
・コアバリューを理解したうえでリーグにコミットしてほしい。コミットが出来ないのであれば脱退すべき。(役員会/金田会長)
・商社リーグ参加者として、運営要綱を遵守すること、運営への協力をコミットすること、代表者会議への参加が義務付けられている。
・通常年度は、主幹事は商社リーグ協会所属チームがローテーションで担当。副幹事業務は他チームがローテーションで担当している。
・役員会は、その上位組織として例外事項発生時の運営判断、またリーグ発展に向けた中長期的な目線での取組をしている。
・今年度は、三井物産が商社リーグ協会から外れ、全ての副幹事業務を担うという通常でない状態であることを良く理解してほしい。
・新任役員として、丸紅より高橋役員、双日より岡田役員、伊藤忠より宮内役員が役員会に参加することとなった。
→海外駐在からの帰国に合わせて、今年度より役員会に復帰。様々な繋がりを作ってくれた商社リーグに恩返しをしたい。（役員会/宮内）
・昨年度のリーグ戦、入替戦、チャンピオンズカップの結果を報告。
・過去の商社リーグでの勝ち点減点・チーム警告事例に就いて確認。
→伊藤忠、JFE、兼松は記載がない、また頻繁に名前の出てくる会社もある。この違いが何なのかを良く考えてほしい。（役員会/金田会長）
→キャプテンには審判交代権限が付与されている為、キャプテンマーク忘れも減点対象。詳細は運営要綱に記載。よく読み込むこと。

  （役員会/金田会長）

2 三井物産の運営要綱違反（役員会/北川）
①違反内容共有
・2/17開催のチャンピオンズカップ準決勝でのチームデータ登録外選手3名の出場。
・2/24開催のチャンピオンズカップ三位決定戦での人数不足による棄権・不戦敗。
②処分結果報告
意図的に運営要綱違反を行ったことを踏まえて、処分を決定した。書面にて役員会と三井物産側で合意済み。
→過去四半世紀で最悪の事件。運営要綱の記載が明確でなかったために除名にならなかったが、除名ギリギリの違反。
　モニタリング対象として、今年度のパフォーマンス次第では除名にすることも視野に入れている。（役員会/金田会長）
→自社が起こした事件に対して謝罪する。チームとして4つのPの全てが欠けていた。今年度の副幹事の全業務担当というのを機会と捉え、
　チーム内の改革、看板を建て直すことに全力を尽くしていきたい。（三井物産/工藤）
→企業文化を変えることは難しい事であるが、是非4つのPを意識してチャレンジしてもらいたい。（役員会/金田会長）

3 2017年度会計報告（役員会/西村）
・グラウンド代高騰を背景に2013年度より3年連続で赤字運営。16年度よりリーグ参加費を16万円に値上げ。何とか黒字化を達成した。
・2017年度は56万円の黒字、2016年度、2017年度で過去の累損を解消して、緊急事態にも備えられる体制にはなった。
・支出の内訳として、グラウンド代約5割、ホームページ運営及び役員会及びその他会議運営費用で約5割という構成。

4 2018年度運営要綱（役員会/西村）
・運営要綱が商社リーグの憲法であり、先ずは本日参加した代表者、そして全参加者に理解してほしい。
・ペナルティ事項に関して別紙Ⅲを更新したので確認してほしい。
・三井物産の運営要綱違反も踏まえて、チームデータに登録されていない選手以外の出場に関する処分を明確に記載した。
・社外・グループ外選手に関する新たなルールに就いても項目を追加。
→社外選手は、当然ながら会社看板を背負っておらず、コアバリューのプライドというのを感じない。
　結果として違反に繋がるような事態が起こっていることが多く、その点を勘案して制定した。（役員会/金田会長）
・2019年度以降に関しては3部制を導入する可能性有。今年度の結果を踏まえて決定する。
→3部構成に関しては賛成するが、勝てないチームの敗因は人数不足に起因する。
　3部制の導入がそういった問題の抜本的な解決に繋がるのかは疑問である。（丸紅/今井）
→その意見に一理あり、役員会としても導入を確りと結果を見ながら決めていく。（役員会/金田会長）
→今年度の副幹事業務は三井物産が担当するが、各幹事業務を担当することで運営意識が上がるということが過去の傾向であった。
　従来、今年度副幹事を予定したチームは気を抜かず、改めて高い意識をもって運営にコミットしてほしい。（役員会/金田会長）

5 2017年度商社リーグ合宿に関して（伊藤忠/髙柳）
・8月25日（土）～8月26日（日）に開催。場所は、前年度同様にリソル生命の森にて開催。
・参加人数は6月2日開催の表彰式で126名（暫定）、改めて各チーム内で周知して、人数を確定させてほしい。
・目的は、リーグの活性化であり交流イベントを企画する予定。BBQを検討していたが人数制約があり断念。別途詳細検討中。
→役員会の提案ではなく、現場の提案で合宿を実施。前回の丸紅の幹事評価は高い。伊藤忠は確りと準備すること。（役員会/金田会長）
→普段接することができない人との交流ができる貴重な場。新加入チームとしてプライドを持って合宿に臨みたい。（MISI/馬路）

6 事務連絡
①提出物について（三井物産/工藤）
・チームデータ、メーリングリスト、代表者連絡先の提出に関して報告。各チームケアレスミスをなくすようダブルチェック体制徹底を要請。
→各チームのオペレーションも考えて期日設定をすること。（役員会/金田会長）
②不可日申請について（伊藤忠商事/髙柳）
③リーグ年会費の振込について（役員会/西村）　
・7月中に振込を実施する。今年度から全チームに領収書発行を行うが、次回代表者会議9月3日（月）での受け渡しとなる。
　都合が合わないチームは別途役員会/西村まで連絡をすること。
④幹事マニュアルについて（役員会/北川）
・あくまで運営オペレーションの効率化の為に作成したもの。運営要綱と背反する事が起きた場合は、運営要綱が優先される。
⑤マネージャーズミーティングについて（役員会/桜井）
・本年度も引き続きトライアルベースで実施する。導入に伴い各社の意識も向上してミスが減ったので、本年度で正式導入の結論付けする。
　ミスがあれば正式導入して、更には厳罰化なども検討しなければいけないので、各社確りと対応してほしい。

以上


